
いま、「真に必要な道路」  
中部縦貫自動車道
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◆福井県と関東圏を最短で結ぶルート

福井－東京

現

 
況：６時間３０分

整備後：５時間３０分

◆福井県と中京圏への第２ルート

名古屋への

 第2ルート

中部縦貫自動車道は、我が国の東西をつなぐ重要な道路

関東圏

関西圏
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国家的な広域リダンダンシーの確保
 

～災害時の迂回ﾙｰﾄ～
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中京圏

中部圏・近畿圏において
大規模地震が発生した場合、

 東西日本を結ぶネットワーク

 を提供

通行止めが頻発する北陸道

 のリダンダンシーを確保する

 路線としての機能

武生IC出口

 

(平成17年12月14日撮影)

平成18年豪雪では、北陸

 
道が約１４時間寸断

中部圏・近畿圏において直下型地震が発生した場合、震度６強以上の震度分布範囲(中央防

 

災会議資料H20.5.14より）

 

中部圏

 

：

 

猿投－高浜断層帯

 

近畿圏

 

：

 

上町断層帯

関東圏

関西圏

２



中部縦貫自動車道

中部縦貫自動車道

奥越

現在の主な
ルート

名古屋
関西へ

北
陸
自
動
車
道

新ルート

特産物 出荷先 量 ルート

米 関西・福井 780万ｔ
R１５８号

・北陸道
まいたけ 県外市場 75t

企業名 出荷先 製品 ルート

(株)フクタ

 
カ

（勝山市）

豊田市

（名古屋）
自動車部品

R１５８号

・北陸道
ニチコン

（大野市）
関西方面 電子部品等

約3時間30分

地域経済の活性化と地域活力の強化
 

～企業立地の促進・市場拡大～

企業立地の促進、市場拡大

約2時間

1時間30分短縮

隣県、大都市へのアクセス向上・

 安定した物流ルートの構築により、

 企業立地の促進、市場拡大が図ら

 れる。雇用拡大につながる。

＜奥越地域の特産品・工業製品の主な流通ルート（現時点）＞

分譲済み
52％

未分譲

 
48％

奥越地域

大野市では、中部縦貫道の未整備を理由に

 
企業立地を断念したｹｰｽが5件発生

福井坂井

 

：

 

９４％

丹南

 

：

 

８９％

嶺南

 

：

 

８５％

奥越奥越

 

：：

 

５２％５２％

＜県内地域別産業用地分譲率＞

３
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東名高速

名神高速

中央道

大野まちなか観光
奥越

地域経済の活性化と地域活力の強化
 

～観光客の誘致促進・増加～

中京圏

名古屋

大野～名古屋
２時間

30分短縮

さまざまな観光周遊

 ルートを構築

福井県立
恐竜博物館

平泉寺白山神社

小松空港

世界遺産白川郷

高山町並み

１ アクセス整備 15.9%

２ 案内板･標識 13.1%

３
主要な観光施

 
設･観光地

12.4%

【本県観光で改善すべき点ベスト３】※1

１ 自家用車 75.0％

２ 貸切バス等 11.8％

３ 鉄道 10.0％

４ 航空機 2.0％

５ その他 2.2％

【観光入込客の交通手段】※2

観光客の誘致促進・増加

観光客
の流れ 関東圏

関西圏

隣県、大都市へのアクセス向

 上により、

・新たな周遊観光ﾙｰﾄの構築

・隣県との連携強化

中京・関東方面からの観光

 客の増加が見込まれる

本県への観光客動向

※１

 

福井県の観光に関する事業者ｱﾝｹｰﾄ調査結果H20
※２

 

H16福井県観光動態調査
：

 

主な観光地

４



奥越地域

福井県立病院

旧和泉村

北
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車
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勝山

大野

158

416

第三次救急医療施設

東
海
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自
動
車
道

出産可能な医療機関

 

ゼロ

２２分短縮

整備後 約48分

現 況 約70分

旧和泉村～県立病院まで

８分短縮

整備後 約30分

現 況 約38分

大野市～県立病院まで

１３分短縮

整備後 約25分

現 況 約38分

勝山市～県立病院まで

中部縦貫自動車道

※１

※２ ※３

※１：国土交通省資料
※２：国土交通省資料
※３：福井県土木部試算

地域生活の安全・安心の確保
 

～救急医療機関へのｱｸｾｽ向上～

救急医療機関へのアクセス向上
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死亡事故率（件/億台キロ）
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福井県平均 大野～油坂間

＜現況＞
大野市街地～油坂峠までの国道

 １５８号では、死亡事故が多発

◆平成８年～平成１８年の間で

発生件数

 

：

 

１４件
死亡人数

 

：

 

１８人

H14～H18の死亡事故率が

福井県平均の約５倍

死亡事故発生場所

大野油坂道路の整備により、

 
線形不良箇所が解消

平成１８年６月６日

交通事故の件数が減少

線形不良箇所に死亡事

 
故が多発

線形不良箇所が解消、交通事故の件数が減少

出典：（財）交通事故総合分析センター資料
：福井県警大野警察署調べ

福井新聞H20.10.15 

大野油坂道路

大野市
富田地区

大野市
和泉地区

地域生活の安全・安心の確保
 

～交通事故の件数の減少～
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社会的便益(B)

時間短縮

走行経費減少

交通事故減少

災害時の安全

地域経済の振興

（雇用創出・生産性向上）

住民生活の安全

外 部 効 果
（整備により生じる便益）

道路事業評価に対する意見
 

～社会的便益算定は、外部効果も含めた総合評価に～

道路事業の評価

費用(C)

道路整備費

維持管理費

社会的便益の算定には、外部効果も含めるべき

 
＝

 
地方の実情を踏まえた評価算定を

地方では、高規格幹線道路などの整備により、経済の活性化や安全安心の生活が確保される。

費用対便益（Ｂ／Ｃ）の算定

（中部縦貫自動車道）
道路事業評価

 
＝

真に必要な道路

※諸外国では、3便益以

 外に、雇用創出などの多

 様な便益を加え便益を算

 定

→ ドイツ、イギリス、フラ

 ンス、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞなど

７
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